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関節完全脱臼 38 例 43 股の 6 歳までの臼蓋形成について検討した。臼蓋形成の予測因子を
評価するために、6 歳時の acetabular index（AI）35かつ centre-edge angle（CE-A）5
を良好群として検討した。 
AI は術後経時的に改善していた。骨頭核横径は術後 1 年で健側と同等になり、その後 CE-
A が改善していた。良好群と不良群とを比較検討すると、術後 1 年時の CE-A がその後の
臼蓋形成に関係しており、カットオフ値は–2であった。 
本研究結果から術後 1 年で骨頭径が健側と同等になることにより関節適合性が改善し、
臼蓋形成が促進されることが推察された。術後 1 年時の CE-A がその後の臼蓋形成を予測
する因子であると考えられた。 
